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 彦 根 警 察 署 協 議 会 議 事 録  

 

開 催 日 時 令和７年２月21日（金）午後３時～午後５時30分 

開 催 場 所 彦根警察署 ３階会議室 

 
委 員 

北川孫雄会長、髙橋嘉子副会長、山田綾子委員、青山吉伸委員、 

柴田謙委員、福本真理子委員 

警 察 
和田署長、田中副署長、鈴置調査官（警務課長）、倉本生活安全

課長、山田地域課長、藤田交通課長、警部補１名、巡査長１名、 

巡査１名 

議 事 概 要  

１ 会長挨拶 

  会長から「安全・安心なまちづくりに尽力いただき感謝する。当協議会で

は、犯罪、交通事故などの報告を受け協議させていただき、女性警察官の活躍

推進、若手警察官の育成などのテーマについて意見交換してきた。また、交

番、警察学校、航空隊、水上警察隊、機動隊等の訓練などを視察させていただ

き、多岐にわたる警察行政や活動に理解を深めていたところである。詐欺事件

一つを取っても国際的に広範化しており、解決の難しさに直面しているように

感じる。突発事案、事件がなくなり、安全・安心なまちづくりが進捗していけ

たらと願うばかりである。本日の協議は活発な意見交換をしていただき、実の

ある会議となるようにお願いする。」旨の挨拶がなされた。 

２ 署長挨拶 

署長から、昨年中、署員が総力を挙げて事件検挙に取り組んだ成果が紹介さ

れ、「依然増加の一途をたどる犯罪や交通事故等に対して、引き続き各種啓発

や検挙活動を進め、管内の治安維持の向上に向けた活動を強化する。」旨の挨

拶がなされた。 

３ 議事 

報告事項（前回協議会における提言に対する取組状況） 

(1) 前回協議会において、「飲酒運転に対する対策、対応や家族を事故で亡く

した遺族の話のビデオ等を交通安全教室等で見てもらうのはどうか。」旨の

提言に対して、警察から「飲酒運転対策等については、地域課員と交通課員

が連携を図り、飲酒運転車両などの情報があれば、現場対応を行い、実際に



 

容疑車両を発見し、指導取締り、検挙に努めており、今後も継続して一件で

も悲惨な事故が起こらないよう取り組んでいく。また、ご遺族が書かれた手

紙や手記があるので、交通安全教室の場で披露させてもらうことも考えてい

る。以前、講習会において、ご遺族の手記を披露したところ、反響が大きか

ったと聞いており、ご遺族の声を受講者に伝えて、交通事故の減少につなげ

ていきたい。」旨の報告がなされた。 

(2) ２点目の「デジタルサイネージを活用した啓発の検討」の提言に対して、

警察から「デジタルサイネージの活用については、これまでから当署で運用

しているデジタルサイネージを金融機関に設置し、特殊詐欺被害防止や道路

交通法の改正、交通事故抑止等を呼び掛けているほか、11月以降、交通安全

協会窓口前にモニターを設置し、来庁者や手続待ちの方に対する啓発を行っ

ている。また、大型商業施設に依頼し、それぞれの店舗が保有するモニター

を活用した啓発も行っているところである。このほか、ＳＮＳを利用した啓

発で、フェイスブックやエックスに啓発活動の様子や交通事故防止を呼び掛

ける記事を掲載しており、交通課だけで言えば、今年度は14件の記事を掲載

している。また、YouTubeを利用し、漫才師による反射材啓発動画や当署若手

警察官による漫才啓発動画をYouTubeに掲載しており、今後も、様々な機関、

店舗等に協力を求め、デジタルサイネージを活用した啓発により、住民の方

への情報発信と浸透を図っていく。」旨の報告がなされた。 

４ 協議事項 

(1) 令和６年中の犯罪及び交通事故の発生状況と抑止対策について 

ア 犯罪発生状況及び犯罪情勢について 

  警察から管内での犯罪発生状況及び犯罪情勢について報告があった。 

その際、会長から「振り込め詐欺の手口の中に自動音声で折り返し電話

をしてくださいというものもあり、様々な手口で詐欺が行われてい

る。」、また、委員から「携帯に知らない着信があり気を付けているが、

高齢者は掛け直してしまうことがあるので、対処方法を検討し気を付けて

もらいたいと思う。」、「デジタルサイネージを多岐にわたって利用して

いることは良い。これからの社会はこれを使った啓発が大事で有効と認め

られ、詐欺や交通事故抑止に使っていただきたい。」旨の意見がなされ

た。 

    委員から「乗り物盗難防止の防犯ブザーについて、効果はあるのか。」



 

旨の質問がなされ、警察から「犯罪被害の未然防止において効果を期待で

きる。」旨の説明がなされた。副会長からは「高校生など簡単にお金がも

らえるという感覚で闇バイトに入り、パソコン操作のみでお金を得たいと

思う人が増えていると思う。知らない電話番号には出ないということを根

気強く周知、訴えていってほしい。」旨の意見がなされた。 

犯罪情勢以外の質問として、委員から「認知症で徘徊して行方不明とな

る高齢者が増えているが、発見された際、全国で高齢者のネットワークは

あるのか。」旨の質問がなされ、警察から「全国警察や行政でのネットワ

ークも構築されている。独居でも身分確認を行い家族や行政につないでい

る。」旨の説明がなされた。 

イ 交通事故の発生状況及び抑止対策について 

 警察から管内での交通事故の発生状況及び交通事故の特徴と抑止対策につ 

いて報告があった。 

会長から「今でも農免道路での事故は多いのか。」旨の質問がなされ、警 

     察から「発生はしているが、それほど多くはない。」旨の説明がなされた。 

副会長からは「石寺の信号機のない円形の交差点（ラウンドアバウト）は 

上手に機能しているのか。」旨の質問がなされ、警察から「円滑に機能して 

おり、死亡事故の発生はない。」旨の説明がなされ、副会長から「以前、事 

故があった交差点を円形の交差点にして事故がなくなり良かった。」旨の意 

見があった。また、委員から「自転車に乗る時のヘルメットの着用について 

中学生は被っていることが多いが、高校生や一般の人については、100人乗 

っているうちの１人か２人ではないか。」旨の質問がなされ、警察から「学 

校の先生方に協力を求めていく。」旨の説明がなされた。 

さらに、委員から「『ぽけっとポリスしが』を見たが、高校の生徒がヘル 

メット着用に向けた活動をしていた。」旨の意見があり、警察から「市内の 

高校にも啓発し、生徒会からの声掛けをしていく。」旨の説明がなされた。 

また、会長から「飲酒運転が気になっており、逃げたりしているのか。酒 

を提供した店にも裏付けするのか。」旨の質問がなされ、警察から「逃走事 

案の発生もあるが、酒類提供先への裏付け等各種捜査を実施し、検挙につな 

げている。」旨の説明がなされた。 

(2) 交番襲撃時等の対応について 

交番前で立番勤務中、通りがかった歩行者がやにわに交番勤務員に殴りかか 



 

ってきたところを逮捕術で制して相勤者と連携し逮捕する想定と、交番在所中 

に来所者がいきなり刃物を取り出し拳銃奪取を図ろうとしたところを警察官同 

士が連携を図り、警杖と大盾を使用し制圧逮捕するという想定を展示した。 

 その後、委員との意見交換を行い、会長から「勤務において、日頃苦労して 

いることはあるのか。」旨の質問がなされ、警察から「交番の担当エリアだけ 

に縛られず、彦根市、犬上郡内一円を柔軟に動くことについて、時間の使い方 

を工夫している。無線については、本署で情報を集約し指令される。」旨の説 

明がなされた。また、委員から「着用している防護衣で、もっと楽な格好はで 

きないのか。」旨の質問がなされ、警察から「防刃チョッキとなっており、安 

全のためのものと思っている。」旨の説明がなされた。会長から「仮眠時間は 

休めているのか。」旨の質問がなされ、警察から「夜間を前後半体制にし、柔 

軟に協力して休めるようにしている。」旨の説明がなされた。 

 このほか、委員から「稲枝の駐在所がなくなり、交番となったがどのような 

状況か。」旨の質問がなされ、警察から「交番となったことで 2 4時 

間体制となり、勤務人数の増加等のメリットが大きくなったと考える。」旨 

の説明がなされた。また、会長から「駐在所での心細さはあるか。」旨 

の質問がなされ、警察から「複数の警察官で対応が必要な事案は、都度連携

対応している。」旨の説明がなされた。 

 最後に、会長から「駐在所も交番化しないとやっていけない時代がくるかも 

しれない。難しい時代になってきており、署員の意見を反映していただきたい 

と思う。」旨の意見がなされた。 

５ 次回協議会日程 

    次回(令和７年度第１回)協議会は、新体制後、日程調整等を行うこととし

た。 

 


